
高校生と中学生の違い 

 

◆教科数の違い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆時間割の違いの例 

    中学生 
 月 火 水 木 金   

１限 英語 体育 国語 美術 技術   

２限 国語 英語 数学 社会 家庭   

３限 数学 音楽 理科 体育 国語   

４限 体育 総合 英語 数学 理科   

５限 社会 理科 総合 英語 数学   

６限 理科 社会 総合     

入試に関係する授業：週１８時限 

 

    高校生 

 月 火 水 木 金 土  

１限 古典 芸術 数学 地学 世界史 
土曜 

 

補習 

 

２限 数学 現社 現代文 英語表現 芸術  

３限 英語 保健 英語コミュ 情報 数学  

４限 体育 数学 芸術 英語コミュ 現社  

５限 世界史 地学 古典 体育 古典   

６限 英語コミュ 現代文 体育 数学 数学   

７限 家庭 英語表現 総合 現代文 ＨＲ   

入試に関係する授業：週２４時限 

 

中学では同日に同じ教科を習うことは滅多にありませんが、高校生になると同じ科目、例えば「数

学Ⅰ」と「数学Ａ」が時間割に組み込まれるということも少なくありません。もちろん、英語や国

語も当然、日々の予習・復習の内容が多くなり、中間・期末テストの科目も増え試験の準備も大変

になります。授業の内容も難しく、特に苦手な科目は、先生に質問したり、塾の授業を受けたりし

ないと、自学自習だけでは学校の進度に着いていけなくなりがちです。 

英語 
・論理・表現 

・英語コミュニケーション 

・物理基礎 ・物理 

・化学基礎 ・化学 

・生物基礎 ・生物 

・地学基礎 ・地学 

・現代の国語 ・言語文化 

・論理国語 ・文学国語 

・国語表現 ・古典探究 

・数学Ⅰ ・数学 A 

・数学Ⅱ ・数学Ｂ 

・数学 C 

・数学Ⅲ（理系のみ） 

 

・地理総合 ・地理探究 

・歴史総合 ・日本史探究 

・世界史探究 

・公共 ・倫理 

・政治・経済 

数学 

国語 

理科 

社会 



高校生と中学生の違い（続き・・・） 

 

◆年間テストの回数の違いの例 

１年生の１学期はイベントなども多く，テストもあまりありませんが、油断大敵！ 

２学期以降はテストの回数がどんどん増えていきます。２年生になるとテストがさらに増え、３年

生ともなると月に２～３回ということも珍しくありません。 

 

 

4月 確認テスト 

 

4月  

5月  5月 1学期中間テスト 

6月 定期テスト 6月 一斉テスト 

7月 確認テスト 7月 
1学期期末テスト 

校外模試（県模試） 

8月 確認テスト 8月 課題テスト（一斉テスト） 

９月 定期テスト・確認テスト ９月  

10月 確認テスト 10月 
2学期中間テスト 

校外模試（HL模試） 

11月 学力診断テスト 11月 校外模試（県模試） 

12月 定期テスト・確認テスト 12月 2学期期末テスト 

1月 確認テスト 1月 
課題テスト（一斉テスト） 

校外模試（県模試） 

2月 定期テスト 2月 校外模試（HL模試） 

３月  ３月 学年末テスト 

    ※ある中学３年生のテスト予定。     ※ある高校 1 年生のテスト予定。 

 

上の表に載っているもの以外でも、定期テストと定期テストの間に小テストが行われたり、２月

上旬に校外のマーク模試を実施したりすることもあります。また中間考査が終わった２週間後に実

力テスト、そのまた 2 週間後に期末テストというスケジュールもよくあります。 

また、前述した通り１教科が複数科目に分かれるため、テストの日程も増えます。 

 

◆定期考査の日程の違いの例(中学 2 年生と高校 2 年生の 2 学期中間テストの日程) 

 

 

 

月 火 水 木 

通
常
授
業 

国語 英語 通
常
授
業 

数学 理科 

社会  

 

 

 

土 日 月 火 水 木 金 土 

休
み 

休
み 

英語表現 数学Ⅱ 英コミュ 数学 B  

休
み 

現代文 地理 化学 世界史  

物理  古典   

    

 

土曜は通常はお休みですが、午前中だけ特別授業を行うときがあります。その分、テストの前の

日や、テスト期間の真ん中に休日を設けたりする高校もあります。 

またテスト前には科目ごとに大量の課題が出され、それをテスト直後に提出しなければならない

ことが多くあります。提出が義務付けられていなくても、範囲が広く種類も多いため、テストの準

備は中学生の頃と比べ物にならないくらい大変になります。 

 

 

多くの高校では「単位制」と「学年制」というものを併用していて、進級し最終的に卒業するた

めには、学年ごとに定められた単位を取得しなければなりません。 

学年末の成績（成績通知表）の結果がある点数以下（いわゆる赤点）の場合、その科目の単位は

もらえません。最悪の場合、留年や卒業できないという事態になることもあります。 

 



高校生と中学生の定期テストの違い 

 

 

＜福井県の平均的な高校１年生の中間テスト出題範囲【例】＞ 

科目 出題範囲 および 課題 

英語 

コミュニケーション 

・教科書Lesson5＆Lesson6 

・教科書ワークブック 同範囲 

・初見の文章 

・システム英単語 

 

英語表現 

・教科書 「助動詞」、「受動態」 

・教科書ワークブック 同範囲 

・英語構文 

数学Ⅰ 
・教科書 P6-45 

・問題集 同範囲 

数学A 
・教科書 P48-85 

・問題集 同範囲 

 

●教科が細分化して「英語」も２科目になった上に、１科目の試験範囲が中学のときと比べものになら

ないほど広い！ 

●他の科目(現代文・古典・数学Ⅰ・数学Ａ・現代社会・化学基礎・生物基礎など)の課題とテスト勉強

も同時進行で行わなければならず、効率良く学習ができなければ赤点を取ってしまうことも！！ 

●テスト前でなくとも、週ごとに提出しなければならない「週(末)課題」というものがあり、日々の授

業の予習と課題を両立させることは予想以上に難しいので、部活に入る人は覚悟しましょう！！ 

 

 

 

 

 

英語  

 
◆中学生 中学までのテストでは… 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★例えば･･･高校入試で読む量は、約900～1000words 

◆高校生 高校の定期テストでは… 

 

 

 

 

 

 

 
 

★高校入学して１ヶ月…最初の定期テストで読む量は、 

 

～先輩（高２／塾生）のコメント～ 

『育英の授業に出ていて予習(復習)ができるから、何とか学校の授業についていけるけど、もし出てい

なかったら絶対テストの結果も崩壊している。』（Ｕ高校／Ｍ・Ｓ） 

 

『定期テストは難しかったけど、対策授業でやったことがそのままテストに出てびっくりした。まじで

ヤバいくらいに当たっていた。』（Ｓ高校／Ｔ・Ａ） 

 

200語の暗記が必要 

40文の暗記が必要 

110問題の演習 

80問題の演習 

設問は日本語 

注釈がある 

注釈はなし！ 

設問も英語！ 



高校生と中学生の定期テストの違い（続き・・・） 

 数学  

 

◆中学生 中学までのテストでは… 

問題： 次の２次方程式を解け． 

（１） 0442  xx  

（２） 022  xx  

（３） 045 2  xx  

 

＜生徒解答例＞  

（１） 0)2( 2 x   （２） 022  xx  

  2x        0)1)(2(  xx  

    2,1x  

（３）
10

91

52

)4(5411 2






x

5

4
,1  

 

中学では、解答は主に求めた答えが正しいかどうかを見てもらうものです。 

ほぼ全ての問題で答えのみが要求され、証明などで記述が必要な場合も、型通りに 

書いていけばよい問題がほとんどです。 

 

◆高校生 次は高校の１学期中間試験問題の１つです。 

問題： xの方程式 02  cbxax  （ cba ,, は実数の定数）の解を求めよ． 

 

＜生徒解答例＞ 

解の公式より 

 
a

acbb
x

2

42 
 となる． 

 

この解答は高校に入学して間もない生徒の解答です。 

解答できているように見えますが、高校ではこの解答では不正解となります。 

 

 

では、どんな解答がテストでは求められているのでしょうか？ 

下に記載したのが正解例となります。 

◎正解例 

＜解答＞ 

02  cbxax ・・・（＊）とする． 

 

（ⅰ） 0a のとき， 

   （ア） 042 ≧acb  ならば，
a

acbb
x

2

42 
  

   （イ） 042  acb ならば，（＊）を満たす実数 xは存在しない． 

 

（ⅱ） 0a のとき， 

    （ア） 0b ならば
b

c
x   

    （イ） 0b ， 0c ならば，解はすべての実数 

 

   （ウ） 0b ， 0c ならば，（＊）を満たす実数 xは存在しない． 

 

 

生徒解答例と比較してみると、生徒解答例が解答の一部分しか書かれていないことがわかります。正解、

すなわち満点をもらうためには定期試験といえども上の解答例のように記述する必要があります。高校での

数学の解答は、答えに至るまでの自分の思考の過程を採点者に伝えるものです。定期試験の中では、答えだ

けを解答する簡単な問題もありますが、途中過程も書かなければいけない形式の問題も多いです。さらに、

１つ１つの問題も単純ではなく、色々な考えを組み合わせたり、様々な場合を考えたりして解かなければな

らないため、どこまで分かっているかによって部分点を与え、それぞれの理解度を点数化していく必要があ

るからです。 

 

～先輩（高２／塾生）のコメント～ 

『最初の試験で泣きました．中学校のときに得意教科だったから高校でも大丈夫と思って 

いたのに，勉強の仕方が全然わからず点数も思った以上に悪かった。』（T高校／N・Y） 

 

『解けないというより，問題集の解説が理解できない！一人で考えず，学校でも塾でも 

質問するようになってからは成績が上がってきたような？気がします．』（T高校／M・T） 

 



高校生と中学生の定期テストの違い（続き・・・） 

 国語  

 

◆中学生 中学までのテストでは… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の文章は、育英模試の古文の問題です。中学では、難しい表現には「注」

が付いているため、細かい単語の意味や文法を知っていなくても読むこと

ができました。また、古文・漢文に限らず、現代文でも、高校入試の問題

は、ほとんどが、記号選択、抜き出しの問題でしたね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆高校生 高校のテストでは… 

一方、上の文章は、センター試験の古文の問題です。文章の長さ、難しさが格段に違うことがわかるでしょうか。中学と高校の最も大き

な違いは、古文や漢文を詳しく学ぶということです。中学までと異なり、単語の意味や文法をしっかりと身につけておかないと文章を読む

ことができなくなり、最初は外国語を勉強しているような気持ちになるでしょう。また、古文・漢文に限らず、現代文でも、長い字数を使

って説明させる問題がぐっと増えてきます。特に、国公立大学の二次試験では、ほとんどが記述説明問題となりますから、「何となく」で

は正解できません。 

 

 


